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藤
樹
書
院
（
公
益
財
団
法
人
）
主
催
の

「
常
省
祭
」
が
、
四
十
六
名
の
出
席
者
の

も
と
七
月
二
十
三
日
に
藤
樹
書
院
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渕
田
豊
朖
理
事
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に

続
き
、
御
神
酒
を
捧
げ
る
初
献
を
渕
田
理

事
長
、亜
献
を
中
川
義
人
高
島
市
副
市
長
、

終
献
を
髙
木
広
和
高
島
市
議
会
議
長
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
焼
香
を
行
っ
た
後
、
川
島
浩
之
高
島
市

『
江
西
小
川
講
堂
之
會
約
』（
常
省
先
生
が

一
六
八
一
年
に
、
藤
樹
書
院
で
学
ぶ
人
た

ち
が
守
る
べ
き
約
束
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
）
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
併
設
の
良
知
館
に
場
を
移

し
て
、
藤
樹
神
社
宮
司
の
中
村
敏
夫
氏
に

よ
る
『
宮
司
就
任
に
当
た
っ
て
の
想
い
』

の
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

教
育
長
の
先
導

に
よ
っ
て
「
孝

経
」
が
拝
誦
さ

れ
、
祭
典
が
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
書
院

所
蔵
物
で
紹
介

（
展
示
）
さ
れ

た
資
料
は
、
常

省
先
生
直
筆
の

「
中
江
藤
樹
と
大
溝
藩
」
を
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に（
故
）松
下
亀
太
郎
様
は
、

生
涯
藤
樹
先
生
を
敬
慕
し
、
藤
樹
先
生
の

人
と
思
想
を
研
究
し
続
け
、
優
れ
た
著
作

を
重
ね
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
下
芳
子
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

（
故
）
松
下
亀
太
郎
様
の
研
究
や
実
践
を

永
年
支
え
ら
れ
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
自
宅
で
保
存

さ
れ
て
い
ま
し
た
中
江
藤
樹
関
係
の
書
籍

数
十
冊
を
、
昨
年
中
江
藤
樹
記
念
館
等
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
貴
重
な
書
籍
は
、
藤
樹
先
生
の

生
き
方
や
考
え
方
の
こ
れ
か
ら
の
普
及
啓

発
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、（
故
）
松
下

亀
太
郎
様
と
松
下
芳
子
様
が
藤
樹
先
生
の

生
き
方
や
考
え
方
を
広
め
ら
れ
た
功
績
は

多
大
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、藤
樹
賞
の
理
念
で
あ
る「
藤

樹
先
生
の
生
き
方
や
考
え
方
に
共
感
し
、

そ
れ
を
広
め
よ
う
と
い
う
志
を
も
っ
て
活

動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
個
人
の
方
」
と
し

て
、
永
年
の
ご
活
動
に
高
島
藤
樹
会
と
し

て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
表
彰
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
表
彰
委
員
会
）

■
高
島
藤
樹
会
の
理
念

　「
温
か
く
て
深
い
、
近
江
聖
人
中
江
藤

樹
の
「
孝
」
の
思
想
を
高
島
か
ら
全
滋
賀

へ
、
全
国
へ
、
全
世
界
へ
広
め
る
」

■
藤
樹
賞
の
理
念

　
藤
樹
先
生
の
生
き
方
や
考
え
方
に
共
感

し
、
そ
れ
を
広
め
よ
う
と
い
う
志
を
持
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
個
人
の
方
を

表
彰
す
る

■
表
彰
者

　（
故
）
松
下
亀
太
郎
様
、
松
下
芳
子
様

■
表
彰
理
由

　（
故
）
松
下
亀
太
郎
様
は
青
柳
小
学
校

長
と
し
て
ご
在
任
中
、
藤
樹
先
生
の
思
想

や
学
問
を
ど
う
教
育
の
場
に
活
か
せ
ば
よ

い
の
か
に
つ
い
て
研
究
と
実
践
を
深
め
ら

れ
、
小
学
生
の
読
み
物
と
し
て
「
藤
樹
先

生
」
と
題
し
た
副
読
本
を
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
役
の
教
員
を
退
か
れ
て
か
ら
は
一
層

藤
樹
先
生
の
研
究
に
専
念
さ
れ
、
つ
い
に

一
九
八
一
年
に
名
著
『
物
語
中
江
藤
樹
』

を
著
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
名
著
は
、
史
実
を
忠
実
に
再
現
し

な
が
ら
大
胆
に
人
物
を
蘇
ら
せ
て
お
り
、

歴
史
と
文
学
を
両
立
さ
せ
た
誰
に
で
も
親

し
め
る
優
れ
た
藤
樹
読
本
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
八
十
六
歳
に
な
ら
れ
た
二
〇

〇
六
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ス
ポ
ッ

ト
が
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
私
塾
藤
樹
書

院
と
大
溝
藩
の
関
係
や
、
幕
末
や
大
政
奉

還
後
の
藤
樹
書
院
に
ま
つ
わ
る
歴
史
上
の

人
物
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

　

去
る
六
月
十
日
（
日
）
に
安
曇
川
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
令
和
五
年
度
定
時
総
会

に
合
わ
せ
て
、
令
和
五
年
藤
樹
賞
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
の
審
議
終
了
後
、
表
彰
委
員

会
委
員
長
の
今
城
克
啓
常
務
理
事
か
ら
、

受
賞
者
の
発
表
と
表
彰
理
由
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。（
そ
の
内
容
は
左
記
の
通
り

で
す
。）
そ
の
後
、
田
中
会
長
か
ら
松
下

芳
子
様
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
五
年  

藤
樹
賞
の
受
賞
者
に

（
故
）	

松
下
亀
太
郎
氏

	
松
下
　
芳
子
氏

（故）松下亀太郎氏の写真
（湖西中学校校長室）

受賞された松下芳子氏

藤
樹
先
生

藤
樹
先
生

    

あ
れ
あ
れ    

こ
れ
こ
れ

「
常
省
祭
」
が
開
催
さ
れ
る


